
［成果情報名］アカマルカイガラムシの発生消長と防除効果  

［要約］アカマルカイガラムシの第一世代幼虫は6月中旬に発生のピークがあり、第二世  

代の幼虫は8月上旬より発生し、9月中旬から急激に増加し、10月上旬まで極めて多く  

発生する。発生のバラツキの大きな第2世代幼虫期の防除としてはアブロード水和剤が効  

果的である。  

［キーワード］アカマルカイガラムシ、カンキツ、発生消長、防除効果  

［担当機関名］果樹試験場・環境部  ［連絡先］0737－52一基717  

［部会名］果樹  ［分類］指導  

［背景・ねらい】   

近年、県中部の中晩柑においてアカマルカイガラムシが多発し閉居となっている。本県  

での発生実態は全く不明であることから、発生消長を明らかにし、防除の難しい第2世代  

の防除効果について検討する。  

［成果の内容・特徴］  

1．第1世代幼虫の初発は5月下旬で、発生量は少ないが6月2・3半句に発生のビータ   

がある（第1図）。また、第1世代成虫は7月下旬よりみられ、8月上旬から成虫にな   

る個体が増加してくる（第1図）。  

2・第2世代の幼虫は8月上旬より発生し、9月中旬から急事削こ増加し†調査の終了する10   

月下旬まで極めて多く発生する（第2図）。第2世代幼虫発生期の後半に第3世代の幼   

虫が混在する場合がある。成虫は10月下旬まで発生数が順次増加する（第2図）。  

3．アプロード水和剤は散布後に成虫に発育する個体は全く罷められず、幼虫も少なく高   

い防除効果が静められる（第1表）。  

4．スプラサイド乳剤は無処理区に比べれば散布後の成虫及び幼虫数は少ないが、防除効   

果はやや低く（第1表）、発生期間の長い第2世代幼虫を対象とすると、一スプラサイド   

乳剤1回散布は十分な防除効果が得られない。  

［成呆の活用面・留意点］  

1．第2世代の幼虫期は発生のバラツキが大きいが、適期防除に努める。  

2．薬剤防除は発生の少ない第1世代幼虫期が重要であり、効果不十分な場合は第2世代   

の追加防除を行う。   



［具体的データ］  
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国1 由良町の現地ほ場におけるアカマルカイガラムシ策1世代の発生消長（2∝沌）  
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国2 由良町の現地ほ書におけるアカマルカイガラムシの発生消長（2004）  
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